
 

2021 年 6 月 4 日 

森林塾青水 在宅講座 ２０２１－１ 

 

リトリートについて 

 

ちょうど１年前、２０２０年在宅講座 Vol.5《ゆるぶの森で「こころ」と「からだ」を癒す 

―With コロナ時代の森のチカラの活用ʷ》  をお届けしました。（ホームページ「会報誌・情報」に格納）

そこでは、森林と人間の関係、森林浴の効果、そしてその切り口での我々の上ノ原草原での活動の意義が説明

されております。 

今回は、2018 年に Tomaru プロジェクト（くわしくは本文）を立ちあげ、実践活動を繰り広げ、みなかみに

足をおろした柳沼会員に「リトリートについて」ご案内いただきます。 

  ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

森林塾青水の皆さま、こんにちは。4 月から自伐型林業の地域おこし協力隊として、藤原に引っ越した柳

沼翔子です。林業初心者なので日々失敗の連続、無力感に襲われることも多いですが、北山さん始め、現

地の自伐型林業チームの皆さんの優しさに支えられ、奮闘しています。 

今回は、私がみなかみ町に移住するきっかけになった、「リトリート」について少しご紹介させていただ

きます。青水のメンバーの井上と私は Tomaru というプロジェクトを立ち上げ、昨年から 3 回、みなか

み町でリトリートを開催しました。リトリート（Retreat）の語源は、退去・撤退・隠れ家。キーワード

は、「非日常」「体験」「振り返り」。（青水の活動も、活動の合間や後に、「振り返り」の時間があると、リ

トリートになります。） 

Tomaru のリトリートでは、数日間住み慣れた土地を離れて、みなかみの自然の中で五感や身体感覚を開

き、心と身体を調えます。中でも、間伐体験が入っているのが、大きな特徴です。 

参加者の多くは都心のビジネスパーソン。疲れた心と体で、森林浴や焚火など、静かなリラックスした時

間を期待して来ますが、最後に皆さんが良かった、というのが間伐体験です。ロープやチェーンソーを使

ったり、重い木を背負ったりすると、普段使ったことのない身体感覚が呼び覚まされてきます。林業自体

は危険の大きい仕事で、気軽に従事できるものではありませんが、林業には現代人が失った感覚を取り

戻す、多くのヒントが眠っていると感じています。 

リトリートに参加した人の約 7 割がみなかみに帰ってきていて、何人かは、茅刈りにも参加しています。

メンタルクリニックに通っていた人の症状が治ったりもしています。 

多くの方に、リトリートを体験してもらい、誰もが立ち止まることの許される社会に貢献していきたい

と思っています。そして、リトリートの場所として使わせてもらっている上ノ原や水源の森が、より本来

の美しさを放てるよう、手入れをしていきたいです。 

 

  



 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 
 



 

 


